


　・体操の時に頭と鼻がぶつかり鼻血が出た。
　　→隣の人と手が当たらないくらいのスペースを空けて体操をする。

　・トイレのドアが少し開いている時に、０歳児の子が開けてしまい入って行こうとした。

　・１歳児の子が玩具のスプーンをくわえていたので違う玩具に変えた。
　・１歳児の男の子が女の子に噛みついていた。
　・３歳児の子と２歳児の子が玩具や本の取り合いになって喧嘩しそうになる。
〇西明石駅前園
　・帰りの会で集まり、１歳児の園児が座っていた園児の頬をつねった。
　　すぐに頬を冷やした。
　　→危険を察知しすぐに止めれるようにする。職員配置にも気を付けるようにする。
〇道場南口園

　　→ピアノの近くには行けないように工夫する。
　・夕方の遊びの前にケースの前で座っていた時に、隣同士で押し合いをして
　　ケースの門で、指をこすってしまった。少し赤くなっていた。
　　→当たっても、怪我をしないように工夫しなければいけない。
〇宝塚南口園
　・スイカ狩り遠足の時、園児一人のおにぎりを園に忘れた。
　・園児がお友達を噛んだ。トイレタイム時見えないところで起きた。
　・職員の足りない日に警報が出た。
　・園児がお友達を噛んだ。給食前の絵本読み聞かせ中で、
　　競っている様子もなかったため、気付けず。
　・夏祭りのスイカ割は保護者が密になっていた。

〇西明石園

　　→持ち歩かないように声をかける。
　・レジャーシートの玩具を持ち歩いている子がいて違う園児が踏み2人ともこけた。

〇明石伊川谷園

ヒヤリハット報告

　　→事前に確認しに行っているが遊具で隠れていたので隅々まで見るようにする。

　・5歳児同士でもめｔれ顔の辺りをひっかき、鼻血が出た。

　・公園にびんの破片がたくさん落ちていた。

　　→玩具を口に入れない事をその都度伝える。
　・１歳児が玩具を口の奥に押し込んでいた。
　　→言い合いになっている時に何があったか聞き、手を出す前に防ぐ。

　・子どもがピアノの近くで遊んでいて、ふたを開けていた。

〇川西能勢口駅前園

〇西宮園

　　→子どもが使った後は、保育者がしっかりとドアの開閉を確認する。

　　→保育者がしっかりと予測し、事前に防げるようにする。
　・玩具を取られ、取り返そうとした子が、相手の服の襟を引っ張り後ろに引き倒した。



〇西宮えびす園
　・子ども同士の衝突で、唇や舌を切ることがあった。
　　→興味のある机上遊びを提供する。
　・１歳児の噛みつきがあった。
　　→子ども同士の距離を考慮した環境構成をする。
〇西明石第２駅前園
　・サークルの隙間に足が挟まった。
　　→サークルに足を入れないよう、声をかける。
　・玩具の取り合いで押し合いになった。
　　→保育者が仲立ちとなり、仲良く遊べるよう促す。
　・転んで少しおでこを打った。
　　→すぐに手が出ない子には見守りが必要だ。
〇神戸枝吉園
　・プールの下に敷いているビニールシートで滑ってこけてしまった。
　　→頭を打つなど怪我をする恐れもあるので、目を離さないように気を付ける。
　・水遊びをする場所が緩やかな坂なので玩具や水風船が転がることがあり
　　それを追いかけようとする園児がいて危ない場面があった。
　　→道路が目の前で出てしまうと大変危険なので、保育者が絶対に目を離さない事と
　　　囲いを用意するなどしてすぐに対策をした。
　・おもちゃの取り合いでかみつき
　　→新しく入園した子に多いので、保育者がついて注意して見守る必要がある
　・保育者がケージを閉める時、子どもの手があるのに気付かずにしめてしまった
　　→周りをよく見て注意していく
　・ホッチキスの針が保育ルームに落ちていた。
　→子どもが踏んだり、口にしたら危険なので小さい物が落ちていないかチェックする事と
　　こまめな掃除と針のないホッチキスを使うなど対策をする。
〇さんだ南が丘園
　・ゲートの入り口で、子どもが指を挟んでしまった。
　・一人の子が目の前の子を押してしまい転んでしまった。
　・子どもがゲートの出口を使わず乗り越えようとして、ゲートが倒れそうになった。
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